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継粒相から紳i粒幡補へそしぐ議、E二部ではふたたむζ粗．粒壕囎が

多くなつている、．気た側方への変化にも乏志。い，、

　津別層群にはドi色一帯緑灰白色で有色鉱物に乏しい酸

性安出岩質の凝灰岩薄／，1が，下部から上部塞で全般的に

挾有され、るが，とくに達嬬層の下部および津別層の硬質

璽際騰とシノレト石・層のま　弾率磐縁にξ娯準ギなもζ）力親みらオも，「

騒一（藝7磐）



地質調査所封報　（第鴛巻　第鷲轡）

1、礎1鼻は数鐙撚の厚さを有し，烹二又付近から爾に発逮す還

｛…1デは津別漆1相煮1三にかけて発遠し，1、さ数（1撚から数

i蜘凱に達す欝ものが頻繁に挾§、㍑る，、これらグ）凝灰暑

は南ノ1発達する纐向がみられ，例えば達媚／、1部の互

／，郡グ）ように瑠全鉢が南に凝灰澱の度合を増してレ・鵜，，

　溝別1、，群には海棲介化石，畜孔強化蕎および凝藻化石

が含ま⊇㍑るが夢そブ）藤1出オ墳度1は楚｝率翔との問に密疹妾な関係

があ夢，介化貰は達媚鰯に比較して津別弄，．1に多く，かつ

粗粒泥質相ξご多い．有孔虫化石は硬質頁岩や砂唐に少な

く軟かいシ漸ト岩に多い。また灘　化石は主として難藻

質シルト岩に多く含まれるが　一一繍達1騰ド部／凱／、蝿する

凝灰岩／韓中の遜粗粒浮蝶豪紅保存良好の化蕎が多蜀こ含窟

才し繧寺妻麹である鞍

　介化石は一般に泥質相に良くみられる睡属で　鈴繍編

欝猟訊ラ　P鐸樽オ編控δ臨　馨鰹》。夢　v諺露轡ゼ蓄欝・認論　 賦み総ノ裏ぎ欺曽鰭綴5

0学びKA，　真滋鐸《》欝轟　器窃諏欝響轟　ぐ（藁数灘蓑ぼ碧），　ぞ君瀕爵癖鎌鷺

ン澄濠拶ツ礁駕認　（MAK夏YAMA）夢　ゐ婁κ魏瀞難羅　 ζ鵜鶉姦滅擁ぎ捻夢欝驚

（cぐ）N貧Aむ〉，　ム磁ボ露欝鐡歩ε欝蹴」総　（Yぐ》KOYAMA），　菰》勝

源羅魏鶏s恥ア欝寧海舞～権鋤・など中新統に一般に産する

もぐ）て髭彰る心

　摩ぎ了し虫イ臨茎ぎは巽擬離灘層のシノレト螺1彦、1の予署鴇と中寳iる”L

薮境として顕著な差があり，下部はむ欝齢欝耀糊礁簿欝．

および賞醸痴勲ヂ磁欝齢ゴ論ぎ鋤や。など砂質殻有説、！l、化石

1こよ！鮮1寺徴づけ　れ，、．ピ嵜陰まこれらの砂欝嚢有；孔虫化石

も盤ヨま才しるカ＆穿その、難力靴かなくな！）乙才しにかわつて蒙了牙天

質殻グ）盈轟擁綴，伽傭癖3，汽瞬癖鍵磁な、どの有孔虫

化署の産出が多くなつている．これらの有孔滋化貰，愈中

新統に産するものであるが概して申部から下部に多い種

である．（第黛表参照）

　溜ま霧餌ヒ聯寝こ凪）勘ずぐ彰愈雪　ζ彗こ幸掻慧妻しため§篇）貿〉濤ラタ∫／韓焉羊と

、．L里麟群との閥には、顕薯な差があり，それぞれA群およ

び　3群にわけられ，A鮮はさらに，Ar…A3に3分され

ている。ArA3醐においてはA三とA2グ）間に顕襲癒
群集の違いがありこの境は達媚層上部の板状硬誓頁糊．鐸

ll鱗難中にあつて，先に述ぺた有孔滋化蕎癬集の群集境界

と多イ♪舞蕃なつてレ・る。　こ象しらの麟葬纂イビ涜繕羊肇箋の藤1出／星．翠撫≦

について紬、／塩鯵嚢と参麟竣瞳鴫ることは裟資薩糾がノ♪ないため困葵建

であるが，強いて姥較するな、らば，上部中新統に産する

羊集とは異なりむしろそれより下位の地！，．￥に産するもの

に近似してマ・る．（第雛表諺照）

　篇藷上黛屡群

　上塁層群，ま前述した津別層群を不整合におおいおおむ

ねその彗｛／鰭に南消紅ブプ1鯨に蠕、援に1分済丁寧峨る鷺溝盈簿！層葬ホが孝尼

質堆積物を主体としているのに対し，上璽層群は火山砕

屑勤に蕩む粗粒堆積物を主とし，趣を異にしている。下

部は基性安“、1岩質の火1．Li砕屑物によ！）占め　れ，漸准しヒ
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位に火1ま雌物質の減少とともに細粒泥柑に種化／、、，一i．二部

はふたたび「火山砕屑物に縷．ξんでいる．このような岩相の

藪瀬変化力ら本1灘1筆を灘分し，細粒泥相までを蕪都騒，

鼠たそ才しから、ヒ位を．懸蕪騒とする。本層舞は糸勺薫，鎗軽燃

余の厚さを有する．

　美都藩は美、ぎl／付近から上里までの溝別鎖本流沿いに標

式的に分布し静岩相からさらに下1鵜層と㎜ヒ部層にわけら

れる．

　下部騒は角礫凝灰キ、1・凝灰岩および凝灰懸砂岩など火

山嶺養，屑物を甚雄要構成物としている．これらは基性安由尉

質のもので下春鷺溝i購薙／鱒群の火山繕舅轡彗勿とその量｝質奮罪轟に

している．この堆積層には粗1熱敏から細粒への垂直．的粒痩

変化の周期がみられその一一澗期4）厚さは数撒から数欝驚

におよんでいる。

　嘉部騰は下部から漸移し大部分が凝灰質砂岩あるいは

灘ま濤嚢シノレト曇垂により藩薄ノ翼さ愛諏て㌢・る、皿ド音欝轡から・漸漉茎

する付近にはきわめてガラスに欝んだ硬懸頁；馨誓羨の薄籐1

が鋏有される。この硬質．頁岩は北方に向か航）て発達する

傾1向が認められる。

　欝隷屡は津別州本流．無黒より．．1二流地域にわたつて分布

し，美都縢との集二重関｛系は1鱒らかでないが構造的にみて

整脅関係にあるものと、慰われる。

　軽・石質砂岩を主とし，角礫凝灰岩を伴う粗粒の火山性

彗勿質からな！異まとんど泥ギ騨1を伴わな硫海1海挫の堆積導勿

によつて占められている、，、蓑1層の火i、U性物質が蕪性安

ll 1岩質であるのに対し，量麹繋は幾分酸性である』の

ことは、．圏届群にみられる火山活動が基性か爵酸性デ・移

行した．ことを示すもび）であろう．

　、雛酬群は上述したように火1、Ll砕屑物を．1隷するため

化苓をほとんど含裏ず，僅かに美都層、L部の泥岩から

爆厩醒灘糟．と麿麗魏霧縦総鞍．などの介化石と第嵐表

に示すような珪藻化、石を産するにすぎず有孔虫化1石は現

擁鍵）ところ発見され、ていない．

　珪藻化石はすでに述べたように津別層群のも¢）とは明

瞭に区別され，その鮮懸i線成は、L部中新統稚内獣、1の地／享、1

から産するものに比1絞されている漁勝、、

　驚．謬　輿上黒爽灘濃麟

　津別川本流上鍍部落の、1二流i．Sk鵬付近の本流沿いに

局地的に発遠する．本／韓については，先に筆者らが．、ヒ巣

層群“）最、ヒ部紅淡水成の難炭を俘う麟準のあることを報

告したが驚，爽聴炭タ，鐸の楠物化石の検討および爽覗炭層

下位の珪藻化石の検討から摩この爽嚢茎．勝、／野、1を一L環繕群か

ら分離し，鍵熱繋．1爽駆炭癩の名称を与えた、、、焦雛麟群と

の関｛系は明らかにし得ないが，　その分布状況か㌧｝1綴断し

て不整合と考えられる．厚さ数欝鞘以内の陸成堆積層で

あつて，欝灰色の粘土質泥岩からな！）炭質物を含み，と

きには数鐙磁簾の燕鯵羅i｝を／爽んでいる、

黎．　驚欝…本馴地域の新第総累

　ごの地域グ）新第三系は，釧路炭繍の北西縁沿いに北東

方向に細長く発達す嶺顛璽系と，その茜側に南北加挺．

北は常呂付近か・薄il愈豊頃、簸陵まで、蘇々と分響する先1藁1

蕪系との閥に分布する川ヒ轡群と，これらを傾斜不整合

におおう十／欝層群とから流糞つている、、川． ヒ層繋羊と十／欝層

琴辮とは，／駕質構蒙造的にも舞またヌ渥相や地層分矯ぎの、強か

らもかなり性格を異にしており，この閥における時間的

間隙はかな！）大きか〆）たものと／整測さ才も勢鉱鐙、ぎ訊につい

てはすでに三1谷勝利蓉）撒ら璽）指摘L、たところである、、

　畿激　川上轡群

　川、、き層群の名称は三谷慈ンによつて定義されたもので，

それによれば岩相の特微から板状硬質頁燐を主とする本

別沢層，塊状硬鷺璽愚，凝灰質シルト欝からなる仁生層

および泥岩を主とする職鷺路層に3分し／ている。ところ

が最近躍．漸が本別一一常塞地域を踏査した際に三谷らのい

つている本別沢麟のなかで，古第三紀に多い有穐藁．教化石

を多斐に含むものがあi），本別沢／満鯵分離されるべき

ものまでが含象れている疑いをもつた．またその後井、上

英ニエ§）／脇に1よつて川㎜／づ馨群の名が使用されてい燈が，そ

の細分については三谷らと多少異7ぽつてお1ラ，それらの

黙1係は第窯図に示L．たとお！）である，、

　筆者は主として上足翻瀬幅地城の主要河川と螺湾川，

イナ慶シ川，本別沢などの踏査から川上層群ぴ）岩報区分

を行ない，瀬下部の火鶏鷲茎、績とA窮、鱒㌧王埣1，はでの岩相

煽／芋を霧｝た、、

　火由岩類　（地質図では下部火出ζ願としてある、，）　は

一雛簸寄から、1、藷取媒至る閥う饗．，，箏川爾方地域に細長くン布

するもので，陸脚および川．購群の堆積器（A辮一一C

蕊1〉に断縢で蓬爽まれ，そ轄）1。1，湾窃位1が1男らかで・ない

が，暑質的に津別地／或の二又安1、塒類に似ておi3，かつ

構一造的にも連窪　ぐると1ヌネられる．靴、赴がつてニニニ頭翼安技購二1

類ご火由岩類とは同期のものと考え，火山岩類を川．」層

群の初期の火1、し幡動の産物として取り扱つた島輝灘麟閃

豪難費霞葉　r熔欝を主とも僅かに角礫躍｝状のものを伴なつ

＆ヤ、盈〉（，

　A相は翻に贋構¢）違いからA蓋相およびA翼相に分

け逆粛払蕎）．A翼相は俸癩擁り聾以南鮭雛或に認、めらオ～蕎。潅繋醗

に古第黒系の音別／l騨があ、華，これを不、濃、合におおつて

いる．基濤部は率釜薫C蹴蕩’後の野ヤー一ト・粘板愚などの

古期燐礫を欝む、i蟹鞭砂岩からなる．下部は淡黄灰色一灰

色の淘汰の悪い凝灰瀞砂岩で，石英弓、、、敵灘の鉱物粒の

嘗一侮77）
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いはこれと凝灰質短鑛とぴ嚢1矯で1登ソ、，趣相1瓢二三谷の

〕本場i摺黛層の嚢墾羅鶉擢澤／　オ　頁鷲メ鱗i が㌧ぴ）考轟タ癖く！馨に1、繋鋸窪1

粥するもグ）である。

　A羅擢碧は垂づ磁彗雰ふスニ1鉱の蝉癖黛に・みらオもそ匿／し曙k！）美ヌ倖ぎの，地

域には認められン篠乳い、、乱μ．たがつてA新横との関係は糊1ら

かでなレ・ゐ叢タ　い一ゲ才しもぞ憂1違づ馬る鴛ネ1潅の蛎自ド餐些に，おる、、また

A蚕讐報）一下イ意に1難る繋畢魏／屡震羊は汽慧麟1のタン噴捗也奨或には冒

布せず，A叢枳が先に述べた火11．廉類と断欄鮪搭に曙）

ので，あるいは火1／、1岩類とA嚢置．縮との間に・菟夏相の欠除

し』ぐい淵）ことも」許誘灘、き蛋耗、　A茎麟三1、駈A鑓；1麟ゐ竃1“・円1 霜拶黙警、㌦

あるとも考えられる、、

　卜部は暗緑一、、熱緑色笑罫色賦物を，多斐に暫む凝灰質中

牽鑓沙渥替からな鯵磐　1 二類鵠宜乏天1蜘色醗1炎i黄1、．．1色の麗灘三翼躍妻丸鄭

る瞭叢争　A卸縮に謀素ら才しる．賦ら捻馨嚢憲・1、熱塞母の勲却物き1鋤1漁

認められない．

　繋相はA相の。L位にある．暗灰愚一灰色の撒．重舞岩

てき穿擦さ凝）椥1慕（∋瓢の幡友）次！i馨鋤驚欝逡美叢銭ノ，／　理に誓｝つて

軟弱なシルト矯の薄　を披有する．ま配，L、ばt　／“編塁

癒一長藻墨！mに毫）養謹づqる1慧大な繕総舞力含ま謹ド再しる、ぞ畷雛翼撃1
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　ぐ室1嚇、凱魏／甜ゐ’罐斬；移噂配内る。　魏窮、iよ1、）さらにガラスナ総レ

なり墜硬であり，たたくと斜　　　を発する、，表爾は淡灰

一愛炎赤褐色を鑑すゐが新鮮轍ζ∋は飴’色を滋する．／猟化す

ゼ｝と毒嬉湘／な角の澄〉評藩1蓬1層壕こくだけぞ）、，／麟鷺磐漁鷺糎1，縫鮫べ

てコ鑑し．バく薦婚2（）岬3（海撚端鱒zl（為菖鰭覇購菱な／韓礁！が～魏1），　こ

れに痒　）て淡黄灰色グ）凝灰質1ンノレト岩を挟有す　，、この

疑ノ火怖蓄シル　ト撃繋ま、1鷺鴇懸どそグ）　　を増しいぐ㌧・る、，　、1ミた鳶

事欝との境誘早で寸鐸猛／こはし／ズし．、「1、や渡色欄婆昔挙瀧拶ξ色のll獲芋誉紘艶

餐糞二辮㌧葎滞等践を脅1す欝貰力竃矯1嚢渡．．，　ある蓮、のはかな1）灘l
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　1強駄暗緑色一帯緑録、、｛、蝿～中粒の粗霧な塊状砂器

で，　とこ誹）に，女り・含橡璽となる、、また舞b鷺演パ嘘ゆ歎1こ
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るが良く連続し，足審晦1．誠1愛か爵浦幌町川．i二付近まで

追跡撰し鍵層となる．この砂岩は欝鴛賂騨り｝1蝋鱒細．萎
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！l寺｛敷かピ〉F翌相とF猛相とに1分けらオLる礁　鮒置牌1は茂購累
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よ1穿雨部の地域に発遠し，爾者の関瞳は構造が複雑であ

るた．め明らかでない，

　欝翼獺は灰色～1磯灰｛薫五の軟饗灘飛状泥岩で，　鳳化すると

茶隔色憲たは灰白色とな1）細かく砕ける．恥糊に1馬

し、ばしば軟質の淡黄麟色の凝灰ぞ　屡や泥灰質のノ1・団球

が含窯れ，そのなかには保存良好な　脇卿煙韓躍編ξ憲蝕・
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誕歎ナゼ＞音／銭ン毒殺艶）樽“

　本層群は津別地域の津脚妻繍、講様海成層であ讃〉が，津

別／灘飽比較烈．て化慕が少なく，介化石は鷺縮のゼli籍
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鱒碁露○・王・uK汽劉　♪欝腰轟灘諾鶴　勘離《穿薦謬藏ぎv麟器　轟蕉ひ礪5慧撫姦ゴ

u（）黙鐵額肇、ムな鐸轟綴羅爵聯　～　（YOK（〉YA羅A）　など漆駕多
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驚嚢の禽噸“1、経ヒ了1を三誌と摩礁るが罫夏毒麟は　cンご編溺欝ぎ2欝

s斐単．が多い、、　、垂、た漆嶽嚢i化；脊は薪鷺率1箋欝相の一…調客に炉含ま

れ，A謙漉集の特微を示す。

　鐸．慧十勝麟群

　＋腕讐群は／　けづ1辮以下の地層を不灘ギ禽におおつて分

フ鰐噂、，涯、1阻糊如噛成ま鱗／，、妻から劇3，輔！から順ヒ

部は醗炭や火由性物質を彊う汽水性また淡水惟の’堆積層

からな’てい導9　一下灘玉の沸、声父／韓か爵　よ　君鍵愛顔碧鍵熊～露捻新

飯漁ご轟雇ゴ（￥ミ．）K，〉を女台め！鮮碧澤．牡を推1準する『聡川一一幡怠、蟻彗
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　　　　　　第罷纂の地較

　！舞き述したぼ難嶽琵塚匙ノ），1轡鐸譲　．系を妻ヒ灘交参　｝と，

／ii－u　辮こと“）問には紳i譲三に藩たる渥濃鱗辮茎ぴ）叢叢いはある

が，　ともに重鷹蟹暑を繍三とL葦翼優鑑玉醤キを縄気う講舞ミ醗、轍があ

る、慮た含有化石の内容についてみても，介化苓の場

麟の．避瀞樗振倉認編撫羅礎黛6雛轟v該L　為礁y轟5ζ論轟ざ難（〉z誓舗L
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（GM鷺慧蕪）驚N露騨顯鐸羅論欝羅駕～ζ憲（Y（》KQY窯縫A）額どは1零

別層のシルト嚢層や川上！・、，群の矯禰に共遡Uて優勢で

あ1），有孔虫化石では津別／，．，麟．1二部に多い石灰質秀庭有孔

虫イヒ薫藩準は／彗．．l／辞窪紅は審邊聾さ愛t乳象レ・が，　澄ζ冨き齢爵みヂ鐙

粛蹴麗認醸お欝罫　へ）cl》言ご～躍聯照撫羅欝瓢瓢　など’は1鰐／　登羊に 共

通鳳、．ている“　さら，、鱒薫　中纂化澤fをみ愚と1，　両1　群と　も　に

κ嚢紹轟灘麟編ζ躍癖憲認が常に存在するA群集に、よ1，）特微

づけぢれてい恐塵このように護濁有化；葺や葦撫・iのうえから

は州上1・譲1靴津渉．懸群と二は同一層量鯵の地！，、裁のみかたが

で遂，地質構遭的にも1翻議1羊が麓頃一北晃帯擦の基盤

をな摩一申選黒／監．1の東伽1にのみ、分布し．さ薄》畷　ド、i蕃方向のN鴛

　・一・＄、マ性第鰐1、tll軽1の鶴越す｛黛構造運動を受け”ぐいるなど，

共通L．ている、唇、、ζが多く対R比されることは甕ちがいない．

　．疑簸層群と十勝鵜群は前讐が火由砕滑物を多鍵に締）

のに麟し，後者は浅海更の粗粒堆積物や，臨巌などを伴

う薪炎オ燈浅醒魅糞＃勿を三童．．．要書，鞠浅、鐵と1一，　．、擦蕊層嚢羊の．郵、舞＝1．1とは

かな！l鱒鐵18を異夏こLているp　さらに禽董ぎイと響fの，1据でも．ヒ

撒麟群が中新世に多い難藻化石を含む¢）に対し，十1脚1

零洋疑塞蕪婁碧で 縫指準の　響藏薙1一一；本別イヒ石翻囲勿君羊を藻ま魏異なつ

ている、また，その分布、ごみても糊1，，群はおのおの違〆〉

撫4姦｛牛下の窒蜘震1訟．津慰に発罫滅1泰駅、たま癒層¢）ようにみうけら

滋．る．このようなことか辱，両層群が異なる麟準の地騒

であることは疑㌔・なく，．擦／層群瓢対比されるぺき地麟

は足寄…本別地メ或には欠除して壕・ると1夢るべきで，むし

ろ奥．1鐵美來亜炭屡と十勝層群の一部とを対比するのが適

覇甲鑓凌〉ろう喬

難．簸質時代と対比

　騨，、1．二述べた新舞　、系申，その地質時代の決定と飽地域

との対比を行な勝うえにもつとも鷲力な霧生物学的資料

を／鷺づ一恐のは藷弓勝1艦羊ザ響ある。イ雛の耀痘旨寂1からは嘉懸めてと

な恐資料が少なく，不明な、・、、軽が多いが，繋継臨　麟序関係

を　・穂羅雪糞聯る、と≧欠跨ように推論さ漆気恐勲

　構づ欝層雛羊はグ菰に毫｝き礁べた、美弓1勾誓謂『竜川一 ；本叉1嘱じ確ざ

動物湾襲筆を産すツ　鉱¢）化石群は薩ヒ海道量おける．、無部新

第三、系の薫指準化石群で，勇知層，茂築別1螂　深州層

群，璽肇礪およひ鞠、膿、群などからもその劇．／憾照終

才し，す一費に美、判鹿鉱／吾ら　（1翫嚢藝婁）鋤紅“；夢これ。らの爆鋳護グ）

対藷、1二がなされ，そ磯臓時代は鮮轄1世とされてい嘉

　 ／二馨 ．／類捕羊は渥、別層難羊を不雛濠に奪鼠穫し夢その北乃癒ミ．騰

は新期火1、蘭鮒．1物に被葦轡軋され，明らかでないが，キ　1的

に網走地城の、網走層や呼ノ購．，に似てお1）i欝一！謬／蕪のもの

と熱皐される、、また」二纂／　隻のi遷1鷺羅に藩濾劃il搭だ楚蕪三iやひ撫1毎

表籔1擁i｝舗莚l／瑚の1妻碧濠鑓瞥獄縫玉の糞臨／l（！・ぎ濯騨塁，群1お、よ｛、稀蜘趣

縫韓難〉に艮くみられる蕊醤　iゴ暴ξシソレト繋乏（憲憾難y就嵐乏気総つ

？一（蕪働
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　か）灘糞新世のま翻、、　i驚契れ　　繧惣こ箆后ご蓼，穿し鵯。これ、識）

　轟点薄・ら縁粛鼻）とヒ鍵猛　　更介1紅費考峯liめ1　婿を」タないが

讃　菱遺の1麟：か1・1づi　に華き鰹、矯癒硬質二嚢1賜毒i緒憐ノ海叢す　
ご

　ころから・鰹叢内、1零羊や／、内、、／、糞一奏圭比す艦）のが適蝿とご糊

　え湿　なおま毒質1痔！陰紅ついては 1畷、麟搬》）ノ赴一l　lか歩，蕪糞

新世を控拷姪1『るという珪蕪化y葺を誕するので，裁穣i繕攣が

、矯曜矯疑がる、獅）／，玉方童、できるが、療靴礁こ賂

曙轡綻ゲ咽華、紅ぐ嚇三では決定しヌう読い集

　　擁ノタ騰、華洋と／ll無1饗彗簿／よ，び露こ｛’虚誤／こように1絹じ！　誕

φ介化斜を癖ぐ含むが．そ偽1メ導容はビ1姦毒　1轡　　　1、1悶，こ

蕪就れ・てい・幾つズ∫藁の化石．鮮丁　　　きれ　 叢，のがな

くドー殻麟噺編抑溌鶴髄．1三、ごする、1擁麹、｝罐づて，｛》

ので欝る・しかも勇ゴ髪、鄭のP薄認欝認蹴　オ£痴轟惣瑠厩v婁r．

ノ戸算轄窃鍛認乱、y（）環熱礎募鷺ξ撃・曽！ζ♪躍慧滋　《惑薯ぎ／認　 “　再εぐン貰ぎK底

触搬雛紛蘇1び）納爆曜のヤ肖こ凝紘q誌れていく誓

伏内　　繋　〔水野篤篶懐慧（i％（）叉1トや1講鱗絡累麟　瑳，、藤茂

絶（鍛磁〉〕　に多く，　か〆　響、1携　緯騨）馨．1オ講がと宅、1こ轡＼鎚

の泥岩で良く美以てい　、粟た瞬ン、’戴　ア醒囑容は現在（ノ1）と

ご茅比1鮫されぞもの一毛ど疑取いが，麗弩論炭鑓穿1薄i瀬碁下音振ゐ

　　t　／鱒に含蜜れン化ヂ1灘璽こ似ており，　 1二墨／鱗㌃、始

ぬ舞納，、勧聴の捻よ騨寮に鴎／輌、、さら減1簿
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